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運搬時には片手で運搬可能

信号

背 景 と 目 的

開発前の問題点 開発してよくなった点

開 発 し た も の

開発パートナー：林総事株式会社

充電式ディスクグラインダーを使用した小型レール研磨機の開発

背景
・主に9月～11月の落ち葉が車輪に踏みつぶされる時期に、踏切制御子の制御区間（約30ｍ）にて不短絡が起きることによって故障が発生し、
踏切自体はバックアップ装置にて動作するものの、保安装置としての片系が使用不可の状態となる。
・踏切制御区間での短絡不良が発生する度、信通係員が現地に出動し処置を行っている。

・従来から使用しているレール研磨機が重く、作業員への負担が大きい

目的：レール研磨機の改善 ①軽量化 ②コンパクト化 ③作業員への負担軽減 落ち葉の踏み潰し跡

従来型レール研磨機

重量:約60kg

開発品
重量:6.9kg
・動力がバッテリー式のため、
非常に軽い。
・1人でも運搬及び作業可能。
・振動・騒音ともに小さいため、
作業員への負担がほぼ無い
・従来品と比較
振動：80％減、騒音：10％減
重量：88％減

・動力がエンジン式のため
非常に重い。
・運搬及び作業に最低2人
必要となる。
・振動・ 騒音ともに大きい
ため、 作業員への負担
が大きい。

持ち手が取り外し可能なため容易に
車載可能
⇒従来品より大きさ約95％減(体積比)

大きさ
(持ち手取外し時)
(全高):約208mm
(全幅):約101mm
(全長):約538mm

工具不要で持ち手の取付取外し可能

持ち手

表. 従来型レール研磨機との比較と評価 開発品による効果

○作業の効率化
・１名で運搬可能
・複数台車載可能
○設備故障の早期復旧
・作業準備時間の短縮
・2台体制での作業可能
○傷害事故発生リスクの低減
・誤って落とすリスク減
・振動障害リスク減

持ち手の構造を「てこ式」とする事で、レール頭面
とブラシの接触加減を調整する事が可能なため、
重点的な研磨も容易に操作可能

操作性の向上

研磨で落としづらい落ち葉の踏み潰し跡も
容易に除去可能

エンジン バッテリー

従来品 開発品
⇒従来品では、作業員2人
でも運搬が大変。

支点

力点

作用点

従来型
レール研磨機

開発品 比較 評価

重量 約60㎏ 6.9㎏ 88％減 ◎

運搬時の大きさ
（全高×全幅×全長）

800×490×630 mm 208×101×558 mm 95％減 ◎

振動 53.5 m/s2 9.5 m/s2 80％減 ◎

騒音 90 dB 82 dB 10％減 ◎

主な用途
駅構内などの

数百m
制御子区間などの

数十m
― ―


